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　かこう岩構成鉱物の変質においては，Fe oxides，Al oxides，Si oxidesおよび Si and Al oxidesが形成され
た。弱酸性条件下の anniteの変質では，板状の Fe oxidesが沈殿した。Al oxidesが沈殿しなかった原因は，
水溶液中の他の陽イオンよる沈殿の抑制効果である。中性から弱酸性条件下の albiteとmicroclineの変質で
は粒子状の Al oxidesが沈殿した。それは albiteで顕著であり，両者の間の差異は，化学組成および結晶構




球に近い形態的特徴を有していた。Si and Al oxidesは，albiteの酸性条件下の変質において，（a）に続く（b）
の反応で沈殿した。
　かこう岩の表面変質では，Fe oxidesと Si oxidesが形成された。中性から弱酸性条件下では，plagioclase
が溶解し，pHが増加した。それによって biotiteから溶出した Feが Fe oxidesとして速やかに沈殿した。酸
性から強酸性条件下では，鉱物組成において量比の少ない biotiteの溶解が卓越した。このようにかこう岩
の溶解では，反応複数の構成鉱物の中で優勢な鉱物が pHによって変化した。







plagioclaseの溶解による pH増が，biotiteの変質による Fe oxidesの沈殿を促進する，（2）biotiteの溶解に
よる水溶液中の陽イオンが，plagioclaseの変質における Al oxidesの沈殿を抑制する。これら 2つの関係は，
結果として，中性から弱酸性下のかこう岩の初期風化におけるbiotiteの変質の反応性を高めると考えられる。
審　査　の　結　果　の　要　旨
　岩石－水反応としてのかこう岩の風化メカニズムを明らかにするために，従来の溶液の水質分析からでは
なく，岩石・鉱物表面の固体側の変質を捉える，という立場からアプローチした意欲的な研究である。種々
の酸性条件下での実験を行い，試料の分析には AFMや XPSなどの最新の分析機器が使われた。ナノメータ・
オーダーのミクロな解析がなされた結果，かこう岩の初期風化のプロセスが詳細に解明された。この研究は，
地形学，とくに風化学の分野に新たな知見を加えたものとして，またこの分野の新しい研究法の方向性を示
したものとして高く評価できる。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
